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© 平
へい

和
わ

の大切
たいせつ

さを伝
つた

える日
に

本
ほん

語
ご

教材
きょうざい

をつくる会
かい

  

 

シュモーさんが 

残
のこ

してくれたもの 
 

３ 



 

 

 

１） 広
ひろ

島
しま

駅
えき

で 

駅
えき

に着
つ

いたシュモーさんたちは、列
れっ

車
しゃ

の窓
まど

から 

たくさんの荷
に

物
もつ

を次
つぎ

々
つぎ

と下
お

ろしました。プラット

ホームは、すぐに荷
に

物
もつ

でいっぱいになりました。 

荷
に

物
もつ

を持
も

って歩
ある

き始
はじ

めたシュモーさんたちの

方
ほう

に、たくさんの人
ひと

が急
いそ

いで走
はし

ってきます。 

その中
なか

には、広
ひろ

島
しま

県
けん

知
ち

事
じ

、広
ひろ

島
しま

市
し

長
ちょう

、新
しん

聞
ぶん

記
き

者
しゃ

を始
はじ

め、約
やく

３０人
にん

もの学
がく

生
せい

たちがいました。 

迎
むか

えに来
き

た人
ひと

たちは、シュモーさんたちは、切
きっ

符
ぷ

の値
ね

段
だん

が高
たか

い車
しゃ

両
りょう

に乗
の

ってくると思
おも

っていた

のです。でも、シュモーさんたちが、一
いち

番
ばん

安
やす

い車
しゃ

の続
つづ

き 

 

２ 「ヒロシマの家
いえ

」プロジェクトを立
た

ち上
あ

げる 

３ 「ヒロシマの家
いえ

」をつくる 



両
りょう

から出
で

てきたので、みんなびっくりしました。 

新
しん

聞
ぶん

記
き

者
しゃ

は、シュモーさんたちにインタビュー

をしたり、写
しゃ

真
しん

を撮
と

ったりしました。シュモーさ

んは、こんなにたくさんの人
ひと

が駅
えき

まで来
き

てくれる

とは思
おも

っていませんでしたから、びっくりしまし

た。 

その後
ご

、シュモーさんたち１０人
にん

は、教
きょう

会
かい

に行
い

きました。広
ひろ

島
しま

にいる間
あいだ

、その教
きょう

会
かい

に泊
と

まるこ

とになっていました。 

 

２）初
はじ

めて日
に

本
ほん

の家
いえ

を建
た

てる 

❶ 広
ひろ

島
しま

市
し

と話
はな

し合
あ

う 

シュモーさんは、すぐに家
いえ

を建
た

てたいと考
かんが

え

ていました。ところが、広
ひろ

島
しま

市
し

は、シュモーさん



たちにどんな建
たて

物
もの

をどこに建
た

ててもらうか、まだ

決
き

めていませんでした。市
し

民
みん

のことを一
いち

番
ばん

に考
かんが

える中
なか

で、子
こ

どものための図
と

書
しょ

館
かん

を建
た

ててほしい

など、色
いろ

々
いろ

な思
おも

いがあったのです。 

シュモーさんのプロジェクトとは別
べつ

に、広
ひろ

島
しま

市
し

はその時
とき

、皆
みな

実
み

町
まち

に約
やく

１００
ひ ゃ っ

戸
こ

の家
いえ

を建
た

てようと

していました。それで、みんなで話
はな

して、１００
ひ ゃ っ

戸
こ

の内
うち

の４
よん

戸
こ

の家
いえ

を シュモーさんたちが、建
た

て

ることになりました。 

 

❷ 大
だい

工
く

を雇
やと

う 

シュモーさんはアメリカやヨーロッパで家
いえ

を

建
た

てたことはありましたが、日
に

本
ほん

の家
いえ

を建
た

てるの

は初
はじ

めてでした。 アメリカと違
ちが

って、日
に

本
ほん

の家
いえ

は 



木
き

や紙
かみ

を使
つか

っていました。それで、何
なに

もわかりま

せんでした。 

壁
かべ

は、土
つち

と水
みず

と藁
わら

を混
ま

ぜて、組
く

んだ竹
たけ

の上
うえ

に  

塗
ぬ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壁
かべ

を塗
ぬ

るシュモーさん 

稲
いね

の藁
わら
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屋
や

根
ね

には、瓦
かわら

を置
お

きます。 

   

 

 

 

 

 

 

アメリカ人
じん

のシュモーさんだけでなく、仲
なか

間
ま

の

日
に

本
ほん

人
じん

も、日
に

本
ほん

の家
いえ

を建
た

てたことがありません。

大
だい

工
く

さんに来
き

てもらって、教
おし

えてもらいながら作
さ

業
ぎょう

することにしました。 

やがて、広
ひろ

島
しま

の若
わか

い人
ひと

６人
にん

も加
くわ

わって、仲
なか

間
ま

は

１６人
にん

に増
ふ

えました。 

瓦
かわら

：土
つち

を焼
や

いて固
かた

めたもの 



❸ 材
ざい

木
もく

を運
はこ

ぶ 

まず、材
ざい

木
もく

店
てん

に行
い

って、たくさんの材
ざい

木
もく

を買
か

い

ました。そして、それを荷
に

車
ぐるま

に載
の

せます。 

原
げん

爆
ばく

から まだ４
よ

年
ねん

しか経
た

っていません。広
ひろ

島
しま

の道
みち

は まだ凸
でこ

凹
ぼこ

です。荷
に

車
ぐるま

で運
はこ

ぶのは、とても

難
むずか

しくて、押
お

す人
ひと

も引
ひ

く人
ひと

も、よろよろしながら

運
はこ

びました。 

家
いえ

を建
た

てる場
ば

所
しょ

までは、２キロもありました。

焼
や

けるような暑
あつ

さの中
なか

、２キロの道
みち

を重
おも

い荷
に

車
ぐるま

で

運
はこ

びました。みんな 汗
あせ

が だくだく、服
ふく

が びしょ

びしょ……。 

 

❹ 真
ま

夏
なつ

の作
さ

業
ぎょう

 

土
つち

を掘
ほ

ったり、材
ざい

木
もく

を切
き

ったり、釘
くぎ

を打
う

ったり、



土
つち

と 

水
みず

と 

藁
わら

を 

混
ま

ぜる 

 

材
ざい

木
もく

を 

切
き

る 

土
つち

と水
みず

と藁
わら

を混
ま

ぜて壁
かべ

に塗
ぬ

ったり、どれも初
はじ

めて

の作
さ

業
ぎょう

です。色々
いろいろ

な失
しっ

敗
ぱい

をして何回も やり直
なお

し

ました。 
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重
おも

い瓦
かわら

を屋
や

根
ね

の上
うえ

に運
はこ

ぶのは、一人
ひ と り

ではでき

ません。梯
はし

子
ご

の下
した

から瓦
かわら

を渡
わた

す人
ひと

、梯
はし

子
ご

で待
ま

つ人
ひと

、

屋
や

根
ね

の上
うえ

で受
う

け取
と

る人
ひと

。次
つぎ

々
つぎ

と瓦
かわら

を渡
わた

していき

ます。蒸
む

し暑
あつ

い日
に

本
ほん

の夏
なつ

、みんな汗
あせ

を流
なが

しながら

働
はたら

きました。 

 

 

 

 

 

みんなと一
いっ

緒
しょ

に 熱
ねっ

心
しん

に 作
さ

業
ぎょう

しながら、シュ

モーさんは いつも優
やさ

しく声
こえ

をかけました。 
 

「Are you all right?（大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

？）」 
 

誰
だれ

もが聞
き

きやすいように、ゆっくりと。 

梯
はし

子
ご

の 

下
した

から 

瓦
かわら

を渡
わた

す 
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３）シュモーさんの願
ねが

い 

❶「ヒロシマの家
いえ

」プロジェクト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シュモーさんの願
ねが

いどおり、みんな助
たす

け合
あ

って

一
いっ

緒
しょ

に仕
し

事
ごと

をしました。 仕
し

事
ごと

は大
たい

変
へん

でしたが、 

楽
たの

しそうな笑
わら

い声
ごえ

が聞
き

こえることもありました。 

世
せ

界
かい

には色々
いろいろ

な国
くに

や宗
しゅう

教
きょう

があり

ます。国
くに

が違
ちが

う人
ひと

、宗
しゅう

教
きょう

が違
ちが

う人
ひと

、

色々
いろいろ

な人
ひと

が集
あつ

まって 同
おな

じ目
もく

的
てき

のた

めに 一緒
いっしょ

に働
はたら

くと お互
たが

いのこと

が よくわかるようになります。人
ひと

々
びと

は 友
とも

だちになっていきます。そこか

ら、平
へい

和
わ

が生
う

まれていきます。 



当
とう

時
じ

の アメリカでは、白
はく

人
じん

が 黒
こく

人
じん

と 一
いっ

緒
しょ

に

作
さ

業
ぎょう

したり、宿
しゅく

泊
はく

することは考
かんが

えられません

でした。でも、シュモーさんたちアメリカ人
じん

４
よ

人
にん

の中
なか

には 黒
こく

人
じん

の仲
なか

間
ま

もいて、一
いっ

緒
しょ

に 教
きょう

会
かい

に泊
と

まっていました。 

その教会
きょうかい

では、東京
とうきょう

から来
き

た日
に

本
ほん

人
じん

仲
なか

間
ま

も、

食事
しょくじ

の用意
よ う い

、片
かた

付
づ

け、洗濯
せんたく

などをしながら、共同
きょうどう

生活
せいかつ

をしました。 

休
やす

みの日
ひ

には、みんなで川
かわ

に泳
およ

ぎに行
い

ったり、

家
いえ

に招
まね

かれたり、お祭
まつ

りに出
で

かけたりして、楽
たの

し

い時
じ

間
かん

を過
す

ごしました。 

毎
まい

晩
ばん

、みんなで集
あつ

まって、色々
いろいろ

な話
はなし

をしました。

考
かんが

え方
かた

が違
ちが

うこともありました。でも、だんだん

理
り

解
かい

を深
ふか

めていきました。 



 

 

 

 

 

 

 

❷ 人
ひと

がつながる 

家
いえ

を建
た

てていた場
ば

所
しょ

には、使
つか

っていない小
ちい

さな

土
と

地
ち

がありました。シュモーさんは、そこにぜひ

日
に

本
ほん

風
ふう

の庭
にわ

を作
つく

りたいと思
おも

っていました。 

ある日
ひ

、近
きん

所
じょ

の小
しょう

学
がっ

校
こう

の子
こ

どもたちが、先
せん

生
せい

と

一
いっ

緒
しょ

にやって来
き

ました。外
がい

国
こく

人
じん

と日
に

本
ほん

人
じん

が家
いえ

を作
つく

るのを見
み

に来
き

たのです。子
こ

どもたちはシュモーさ

んたちに色々
いろいろ

 質
しつ

問
もん

しました。 

１９５１年
ねん

 建
けん

設
せつ

現
げん

場
ば

に置
お

かれた掲
けい

示
じ

板
ばん

()  

 

「ヒロシマの家
いえ

」 

ワーク・キャンプ・プロジェクト 

１ お互
たが

いを理
り

解
かい

するために 

２ 家
いえ

を建
た

てることで 

３ 平
へい

和
わ

になりますように 

祈 平 和（いのるへいわ） 



数
すう

日
じつ

後
ご

、子
こ

どもたち３人
にん

がまた来
き

て、庭
にわ

に土
つち

を

運
はこ

んでくれました。先
せん

生
せい

や母
はは

親
おや

も来
き

てくれました。 

困
こま

ったことがある時
とき

は、みんなにどうしたらい

いのか聞
き

きました。すると、すぐに誰
だれ

かが助
たす

けて

くれるようになりました。シュモーさんたちの家
いえ

づくりプロジェクトの輪
わ

は、どんどん広
ひろ

がってい

きました。 

土
つち

は 運
はこ

んだのですが、シュモーさんたちは、 

日
に

本
ほん

風
ふう

の庭
にわ

をどのようにつくるか知
し

りませんで

した。そんな時
とき

、ある会
かい

社
しゃ

で日
に

本
ほん

風
ふう

の庭
にわ

を見
み

て、

シュモーさんは、とても気
き

に入
い

りました。 
 

「こんな庭
にわ

をつくりたい！」 
 

とシュモーさんが言
い

うと、 
 



「では、この庭
にわ

をつくった庭
にわ

師
し

を手
て

伝
つだ

いに行
い

か

せましょう」 

 

と、会
かい

社
しゃ

の人
ひと

が言
い

ってくれました。 

シュモーさんは、喜
よろこ

びました。そして、どんな

庭
にわ

にするか、その庭
にわ

師
し

と一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えました。 

大
おお

きな石
いし

と池
いけ

、そして、松
まつ

や紅葉
も み じ

などがある日
に

本
ほん

風
ふう

の庭
にわ

です。 
 

「池
いけ

のそばにはベンチを置
お

きたい。石
いし

の灯
とう

ろう

も置
お

きたいなあ」 
 

と、シュモーさんは言
い

いました。 

すると、それを聞
き

いた建
けん

設
せつ

会
がい

社
しゃ

の人
ひと

が、ベンチ

になる石
いし

をくれました。その会
かい

社
しゃ

の人
ひと

たち４
よ

人
にん

が、

トラックで運
はこ

んでくれました。 



石
いし

の灯
とう

ろうは、広
ひろ

島
しま

市
し

が用
よう

意
い

してくれました。 

 

「この灯
とう

ろうに、『 THAT THERE MAY BE PEACE 

(祈平和/いのる へいわ）』の文
も

字
じ

を刻
きざ

みたいなぁ」 

 

と、シュモーさんは言
い

いました。 

すると、広
ひろ

島
しま

大
だい

学
がく

の先
せん

生
せい

が、文
も

字
じ

を書
か

いてくれ

ました。たくさんの人
ひと

たちが手
て

伝
つだ

ってくれて、つ

いに日
に

本
ほん

風
ふう

の庭
にわ

が完
かん

成
せい

しました。 

 

 

 

 

 

 

今
いま

も皆
みな

実
み

町
まち

にある石
いし

の灯
とう

ろう 
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の大
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本
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語
ご

教
きょう

材
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をつくる会
かい

 



床
とこ

の間
ま

 

❸ 家
いえ

ができた！ 

シュモーさんたちが建
た

てていた家
いえ

には、当
とう

時
じ

と

しては珍
めずら

しく、台
だい

所
どころ

とトイレがあります。畳
たたみ

の

部
へ

屋
や

には、床
とこ

の間
ま

も付
つ

いています。家
いえ

の外
そと

には、

洗
せん

濯
たく

物
もの

を干
ほ

す場
ば

所
しょ

、野
や

菜
さい

を育
そだ

てる場
ば

所
しょ

もあります。 

 

 

 

 

 

 

１９４９年
ねん

１０月
がつ

「ヒロシマの家
いえ

」の完
かん

成
せい

が  

近
ちか

づきました。シュモーさんたちが建
た

てた４
よん

戸
こ

の

家
いえ

を、広
ひろ

島
しま

市
し

に寄
き

付
ふ

する式
しき

が開
ひら

かれることになり

ました。 
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完成
かんせい

した家
いえ

  

 

 

 

 

 

 

 

広
ひろ

島
しま

市
し

は、新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

などに式
しき

の招
しょう

待
たい

状
じょう

を出
だ

しま

した。 

ところが、広
ひろ

島
しま

市
し

が新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

などに送
おく

った招
しょう

待
たい

状
じょう

を見
み

て、シュモーさんはびっくりしました。 
 

（続
つづ

く） 
 

 

４ 歩
ある

き続
つづ

ける 次
つぎ

は 
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